
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 教育・広報部 

2021年 7月 6日 №338 

 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

新潟新幹線車両センター業務執行体制の見直しについて 
新潟新幹線車両センター所属の車両置換えに伴い、業務執行体制の見直しを行う。 

＜実施内容＞ 

効率的な業務運営と社員のさらなる成長を目的に、新潟新幹線車両センターの業務執行

体制の見直しを行う。 

＜変更後の標準数＞ 

 関係職：車両、標準数 58、増減 △12 

＜実施時期＞ 

2021 年 10 月 2 日 

＜現行＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統 合              統 合 

所 長 

副所長 

検修総括助役 資 材 助 役 運用総括助役 

総務・企画 検修助役 運用助役 

 検修技術 交検 臨修  
検修当直 駅派出 交番担当 

＜見直し後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 長 

副所長 

資 材 助 役 検修総括助役 運用総括助役 

運用助役 検修助役 総務・企画 

車両管理（仮） 輸送管理（仮） 内勤（仮） 


